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第15回 創薬学領域セミナー
DNA結合分子の分子修飾：
窒素原子置換とペプチド導入で

何が変わるのか？
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講師：相川春夫特任助教
大阪大学産業化学研究所
精密制御化学研究分野
日時：平成29年12月2日（土）
14:00～15:30
会場：東京医科歯科大学　生体材料工学研究所
第二会議室22号館（１階）
Abstract: 私たちは「核酸の機能を低分子量化合物で制御する」ことを目的に、標的核酸塩基との相補的水素結合やスタッキング相互作用に注目して核酸結合性分子の設計をしてきました。セミナーでは、既存の核酸結合性分子にさらに修飾を加えるとどうなるのか、核酸結合性分子中の炭素原子を窒素原子で置換したアザ誘導体、ペプチドを導入した分子に関しての最近の研究結果について紹介させていただきます。
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お問い合せ：生体材料工学研究所　
ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰ分野
田辺、亀井(内線8036)
